
 

四
谷
の
千
枚
田
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル 

入
賞
作
品
の
紹
介 

「
２
０
２
５
年
四
谷
の
千
枚
田
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
」(

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
・

東
三
河
郵
便
局
主
催 

新
城
市
・
新
城
市

教
育
委
員
会
・
新
城
市
観
光
協
会
・
奥
三

河
観
光
協
議
会
・
東
愛
知
新
聞
社
・
東
日

新
聞
社
後
援)

の
入
賞
作
品
が
決
ま
っ
た
。 

 

審
査
は
十
月
二
十 

三
日
、
旧
連
谷
小
学
校
で
中
川
克
夫
審
査

委
員
長
・
東
三
河
郵
便
局
・
市
教
育
委
員

会
・
保
存
会
な
ど
の
関
係
者
七
人
が
審
査

に
当
た
っ
た
。 

 

審
査
に
当
た
り
中
川
審
査
委
員
長
は

「
八
年
委
員
長
を
務
め
る
が
、
年
々
う
ま

く
な
っ
て
い
る
」
ま
た
、
保
存
会
長
は
「
子

ど
も
が
感
心
を
持
っ
て
く
れ
れ
ば
、
大
人

も
つ
い
て
く
る
。
ま
と
ま
っ
て
来
て
く
れ

る
学
校
も
あ
り
、

あ
り
が
た
い
」
と

感
謝 

し
た
。 

応
募
作
品
は

東
三
河
や
名
古

屋
市
、
浜
松
市
な

ど
の
小
中
学
生
か
ら
四
百
九
十
九
点
の

応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
五
名
、
優
秀
賞

十
名
、
入
賞
三
十
五
名
を
選
ん
だ
。 

入
賞
作
品
は
長
篠
郵
便
局 

十
一
月
七

日
～
二
十
七
日 (

受
賞
作
品)

、
市
民
セ 

ン
タ
ー
ほ
う
ら
い 

十
一
月
七
日
～
二
十

七
日(

受
賞
作
品
を
除
く)

、
鳳
来
寺
郵
便

局 

十
二
月
一
日
～
二
十
四
日(

受
賞
作

品)

、
鳳
来
寺
観
来
館 

来
年
一
月
四
日
～

二
十
九
日(

全
作
品)

、
奥
三
河
郷
土
館
二

月
十
二
日
～
二
十
六
日(

全
作
品)

、
市
役

所
ロ
ビ
ー
三
月
二
日
～
十
二
日(

受
賞
作

品)

、
山
び
こ
の
丘
ロ
ビ
ー
三
月
十
四
日

～
二
十
九
日(
受
賞
作
品)

、
八
雲
だ
ん
ご

直
売
所
四
月
三
日
～
十
九
日(

受
賞
作

品)

で
展
示
予
定
。 

(

写
真
は
最
優
秀
賞

者 

上
か
ら
中
野
さ
ん 
小
野
さ
ん 

中
根

さ
ん 

森
下
さ
ん 

山
下
さ
ん) 

最
優
秀
賞 

五
名 

中
野
由
菜(

豊
橋
市
高
豊
中
三
年)

 

小
野 

仁(

豊
橋
市
栄
小
四
年)

 

中
根
光
翼(

名

古
屋
市
西
山
小
三
年)

 

森
下
円
香(

名
古

屋
市
名
東
小
六
年)

 

山
下 

孝
太(

新
城

市
鳳
来
寺
小
四
年) 

優
秀
賞 

十
名 

 
 

西
中
心
那(

名
古
屋
市
高
見
小
四
年)

森

川
夏
海(

名
古
屋
市
神
丘
中
二
年)

富
永

紬
生(

新
城
市
鳳
来
中
部
小
一
年)

竹
内

依
真(

名
古
屋
市
春
岡
小
一
年) 

早
川
愛
莉(

新
城
市
千
郷
小
四
年)

谷
野

か
な
み(

新
城
市
新
城
小
二
年)

原
田
征

史
朗(

新
城
市
東
郷
中
三
年)

大
内
来
未

(

新
城
市
鳳
来
中
三
年)

山
田
勘
太(

新
城

市
鳳
来
寺
小
六
年)

西
口
愛
空(

新
城
市

千
郷
中
三
年) 

入
賞
者 

三
十
五
名  

 

都
丸
結
世(

長
久
手
市
北
小
二
年)

谷
口

日
菜
詩(

名
古
屋
市
西
山
小
五
年)

下
山

虎
次
郎(

新
城
市
東
陽
小
三
年)

竹
中 

翼

(

高
槻
市
清
水
小
一
年)

か
た
や
ま
あ
り

な(

新
城
市
鳳
来
中
部
小
二
年)

岡 

駿
汰

(

新
城
市
千
郷
小
四
年)

佐
野
結
衣
菜(

江

南
市
古
知
野
小
一
年)

湯
浅
仁
乃(

名
古

屋
市
極
楽
小
四
年)

新
川
未
理(

名
古
屋

市
西
山
小
四
年)

新
川
由
依(

新
城
市
鳳

来
中
部
小
三
年)

安
形
友
葵(

新
城
市
八

名
中
二
年)

豊
田
栞
菜(

新
城
市
東
郷
西

小
三
年)

入
谷
幸
斗(

新
城
市
東
郷
東
小

二
年)

原
田 

和(

新
城
市
鳳
来
寺
小
五

年)

鈴
木
ふ
み
香(

新
城
市
鳳
来
東
小
一

年)

森
田
真
広(

新
城
市
千
郷
小
三
年) 

分
部
莉
彩(

宇
都
宮
市
宇
都
宮
大
学
共
同

教
育
学
部
附
属
中
一
年)

安
形
咲
那(

新

城
市
八
名
中
三
年)

武
田
萌
花(

新
城
市

新
城
中
二
年)

浅
野
杏
実(

新
城
市
千
郷

小
三
年)

平
井
文
乃(

名
古
屋
市
東
桜
小

五
年)

小
山
結
愛(

新
城
市
千
郷
小
四
年)

鈴
木
勘
太(

新
城
市
東
陽
小
三
年)

河
合

千
愛(

新
城
市
作
手
小
六
年)

坂
田 

梓

(

新
城
市
作
手
小
六
年)

丸
山
結
花(

新
城

市
鳳
来
寺
小
五
年)

林 

美
羽(

新
城
市
鳳

来
中
部
小
三
年)

遠
山
夏
絆(

新
城
市
鳳

来
中
部
小
五
年)

梶
村
彩
羽(

新
城
市
鳳

来
中
三
年)

豊
田
結
羽(

新
城
市
千
郷
小

四
年)

神
谷
栞
乃
子(

名
古
屋
市
西
山
小

六
年)

藤
野 

う
ら
ら(

新
城
市
千
郷
小
四

年)

鈴
木
仁
綺(

新
城
市
鳳
来
中
部
小
六

年)

春
日
井 

蘭(

名
古
屋
市
西
山
小
四

年)

渡
邉
來
桜(

新
城
市
作
手
小
六
年) 

 

商
品
は
順
位
に
応
じ
新
米
、
五
平
餅
セ

ッ
ト
、
図
書
券
な
ど
を
お
届
け
し
た
。 

 

「
四
谷
の
千
枚
田
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

は
豊
橋
市
の
「
八
雲
だ
ん
ご
」
で
お
馴
染

み
の(

株)

丸
八
製
菓
さ
ん
の
多
大
な
ご

支
援
を
戴
い
て
、
毎
年 

開
催
し
て
お
り

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

第 266号  



 

ま
す
。 

表
敬
訪
問 

 

十
一
月
三
日
、
江
口
愛
知
県
副
知
事
は

日
頃
、
千
枚
田
を
柱
に
多
岐
に
わ
た
る
活

動
、
協
力
に
愛
知
県
と
し
て
感
謝
す
る
と

わ
ざ
わ
ざ
お
越
し
い
た
だ
い
た
。 

         

   

折
角
、
お
越
し
い
た
だ
い
た
お
土
産
に
、

千
枚
田
の
保
存
継
承
の
難
し
さ
、
特
に
、

害
獣
被
害
と
そ
の
対
策
、
森
林
対
策(

湧

き
水
の
減
少
、
枯
渇
な
ど)

を
生
の
声
と

し
て
い
っ
ぱ
い
お
持
ち
い
た
だ
い
た
。 

副
知
事
さ
ん
に
「
こ
れ
か
ら
、
何
処
へ

行
く
だ
ん…

」
と
聞
く
と
「
こ
れ
か
ら
大

阪
だ…

」、「
お
忙
し
い
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ

あ
り
が
と
う
さ
ま
」
と
、
お
見
送
り
し
た
。 

全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ
ト 

第
三
十
回
全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ

ッ
トi

n

別
府
～
棚
田
で
ウ
エ
ル 

想
い
と

願
い
を
コ
メ
て
～
が
十
一
月
一
日
二
日
、

大
分
県
別
府
市
で
開
催
、
保
存
会
か
ら
田

中
幸
夫
、
丸
地
典
利
、
松
下 

誠
、
小
山
舜

二
が
参
加
し
た
。 

サ
ミ
ッ
ト
に
は
棚
田
を
有
す
る
耕
作

者
、
自
治
体
な
ど
全
国
の
関
係
者
お
よ
そ

一
千
人
が
参
加
、
内
成
棚
田
の
保
全
維
持

活
動
の
報
告
や
、
御
年
九
十
二
歳
に
な
ら

れ
る
棚
田
第
一
人
者
の
中
島
峰
広
先
生

(

二
十
年
前
、
四
谷
の
千
枚
田 

棚
田
サ
ミ

ッ
ト
開
催
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム:

【
車
座
会
議
】
地
域
の
宝 

こ
れ
か
ら
の

千
枚
田
保
存
に
つ
い
て
探
る
～
み
ん
な

で
語
ろ
う
千
枚
田
～
に
お
招
き
し
た)

に

よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
三
十
回
記
念

と
し
て
第
一
回
か
ら
二
十
九
回
ま
で
の

開
催
地
の
棚
田
の
特
徴
、
取
り
組
み
な
ど

が
紹
介
さ
れ
た
。
四
分
科
会
の
う
ち
保
存

会
の
四
名
は
第
一
分
科
会
「
棚
田
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
未
来
形
」
に
参
加
、
そ
れ
ぞ
れ
の

知
見
を
得
た
。 

 

一
堂
に
会
し
た
交
流
会
で
は
全
国
の

棚
田
衆
や
行
政
、
棚
田
フ
ア
ン
が
意
気
投

合
、
闊
達
な
意
見
交
換
が
生
さ
れ
、
大
き

な
収
穫
を
得
た
。 

二
日
目
の
現
地
見
学
は
「
天
間
棚
田
と

別
府
温
泉
コ
ー
ス
」
で
、
豪
華
な
昼
食
と

地
獄
温
泉
巡
り
は
忘
れ
が
た
い
。 

 

後
日
談:
畦
道
で 

サ
ミ
ッ
ト
ご
苦
労

さ
ま
、
温
泉
は
よ
か
っ
た
か
ん…

と
聞
か

れ
、
誰
も
入
ら
な
か
っ
た
よ
、
と
答
え
た

ら
、
そ
ん
な
馬
鹿
な
、
あ
ん
な
良
い
温
泉

に
行
っ
て…

と
笑
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

来
年
は
、
浜
松
市
の
「
久
留
女
木
・
大

栗
安
・
白
橿
の
棚
田
」
で
開
催
予
定 

校
外
学
習 

 

十
月
二
十
八
日
、
市
立
千
郷
小
学
校
三

年
生
四
十
人(

引
率
者
二
名)

は
総
合
的

学
習
「
見
つ
け
よ
う
！ 

新
城
の
ス
テ
キ
」

の
学
習
と
し
て
市
内
の
観
光
地
を
巡
り
、

地
元
の
魅
力
を
体
感
す
る
こ
と
を
目
的

に
千
枚
田
を
訪
れ
た
。 

 

案
内
に
、
千
五
百
万
年
前
の
地
殻
変
動

(

火
山
活
動)

で
鞍
掛
山(883m)

か
ら
の

転
石
を
積
み
上
げ
た
「
日
本
三
大
石
積
棚

田
」
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
積
み
上
げ
ら

れ
た
石
は
丸
み
を
帯
び
て
い
る
、
ま
た
、

田
ん
ぼ
全
部
が
一
ヵ
所
か
ら
湧
き
出
る

「
湧
き
水
の
棚
田
」
で
あ
る
。
ほ
か
に
田

ん
ぼ
の
生
き
も
の
な
ど
を
説
明
、
子
ど
も

た
ち
は
興
味
深
々
で
あ
っ
た
。 

   

収 穫 感 謝 祭  
～さぁ つかまい 感謝を込めて 餅つきを～ 

開催期日 令和７年 12月 14日(日) 

         午前 10時～午後 2時まで 

開催場所 四谷の千枚田「ふれあい広場」 
 皆んなで搗いた餅 シシ汁 焼き肉(鳥長の皮肝…) 
 五平餅 八雲だんご その他もろもろ 
主 催 鞍掛山麓千枚田保存会 
協 賛 棚田っ娘＆地域の皆さん ふるさと指導員 
    天空のコンサート ゆかいな仲間たち 



   

行 
 

令
和
七
年
十
一
月
十
五
日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 


